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ピッコロの卒業生たちは、プロとして舞台やバックステージで活動しているほか、教育
現場や地域の文化活動に貢献したり、団体を立ち上げて舞台芸術活動を行うなど、ここ
で学んだ知識を生かして、さまざまな分野で活躍しています。
これまでに、演劇学校 2,025名、舞台技術学校 844名、計 2,869名の方々が
学び、巣立っていきました。（2023年 3月末現在）

ここでは、卒業生の声をご紹介します。

林　空樺さん ｜ 2016（平成 28）年度・2017（平成 29）年度［美術コース］卒業 
舞台技術者（株式会社すくらんぶる勤務）
高校卒業と同時に舞台技術学校に入学。下宿しながら 2年間舞台美術を学び、卒業後に今の職場に。吉本新喜劇
の仕事を中心に舞台セットのデザインやパネルの製作などを担当しています。

子どものころから絵と映画が好きで、テレビや映像関係の仕事に憧れていました。高校在学中に夏の甲子園（高
校野球）のポスターに自分のイラストが採用されたことで、その思いはいっそう強くなり、美術が学べる学校を！
と探していた時に母が見つけてくれたのが「ピッコロ舞台技術学校」でした。
当時は舞台というものを全く知らなくて、舞台でもテレビでも基礎は変わらないだろうと簡単に考えていたので
すが（実際はかなり違った…）、結果的に舞台の面白さを知ることができたのでこの学校を選んで良かったと思っ
ています。
職場では舞台で使われる道具や背景パネルなどのデザイン・製作を担当しています。難しいですが、これまで培っ
たこと新しく学んだことなど自分の中のアイデアが活かせる場面もたくさんあってデザインの面白さを感じなが
ら働いています。いまはまだ、技術や経験が足りなくて、なかなか想像通りのものが描けませんが、思うように
描けるようになったら、もっと世界を広げて自分の納得いく作品を作ってみたい！というのが目下の夢です。
この学校を受けようかと考えている皆さん！大したことは言えませんが、描く時の感情が作品に現れると思うし、
ワクワクして憧れを持ってモノづくりをすると個性的で心に響く作品が作れると思います。ピッコロ舞台技術学
校は、そんな感情を持たせてくれる、ワクワクした時間をくれる学校です。わたしは 18歳で入学しましたが、社
会人の方も多かったし初心者でも全然大丈夫です。やってみたい！という気持ちだけでＯＫですので、ぜひ扉を
たたいてみてください。その先にはドキドキが待っていますよ。

2017年度
在学時の様子

清田 千恵子さん ｜ 2001（平成 14）年度［本科］・2009（平成 21）年度［美術コース］卒業 
劇団演陣 代表・演出／大手前大学講師
ピッコロ演劇学校・舞台技術学校両校を卒業。大手前大学の卒業生を中心に「劇団演陣」を旗揚げ。演出・出演・
脚本などを手掛けられているほか、大学で演劇ゼミの講師として後進の指導にもあたっています。

演劇が好きだから、観たい、知りたい、作りたい。
そう思ったならば、ここ（ピッコロ演劇学校・ピッコロ舞台技術学校）は、その願いを叶えてくれます。
この学校で過ごした時間は、私にとって本当に有意義でした。第一線で活躍されている先生の授業はもちろんで
すが、そこに集まる人達もまた、学ぼうという意欲に溢れていて、エネルギーをたくさんいただきました。
どの先生方も舞台と向き合うことに楽しさを感じておられて、技術面だけでなく、生きるエネルギーをもらいま
した。
演劇をつくる過程は大変なことももちろんあるかもしれませんが、とても楽しく、生きている実感があり、喜び
に溢れています。
私は今、主宰している劇団演陣で、地元の子供たちと一緒に舞台をつくっています。今も、これからも勉強中の
身でありますが、根底にずっと、ピッコロで過ごした時間と出逢った方々がいます。これは私の宝物です。
きっとこれを読んでいるあなたも、大変かもしれないけれど、やってみようかなぁ、どうしようかな…、と考え
ておられることと思います。あなたも宝物を探しに冒険にいきませんか？

2009年度
在学時の様子

下向井 勇真さん ｜ 2016（平成28）年度［本科］・2017（平成 29）年度［研究科］卒業  

声優
短期大学で声優の勉強をしながらピッコロ演劇学校に通学。卒業後上京し、アニメーション映画の声優のほか、
ボイスドラマやナレーションなどの仕事にも携わっています。

中学時代に演じた英語劇をきっかけに「なんか演劇って面白いかも！」と演技の世界に興味を持ち、「やったこと
がないことをやってみよう！」とアニメもほとんど知らなかったのに（!?）声優の世界へ飛び込みました。そんな
僕も今では生涯「役者」として生きていきたい！と日々努力しています。
声優のお仕事は、舞台で演じることとは違った難しさもありますが、「役者が舞台に立つために必要な基礎」をピッ
コロで学べた経験が、今の仕事にも大きく活かされています。
他のレッスンでは受けられない授業がたくさんあって、今でもあの授業をまた受けたいなぁ…と思うことがあり
ます（笑）
同期のみんなと老若男女を問わず仲良くなれたのは新鮮で楽しかった！今でもふとした時に連絡を取り合ったり
すると、あったかい人とのつながりを感じられて嬉しくなったりします。コミュニケーションの楽しさを肌で感
じながら一緒に何かを作りたいという人、そんな仲間を探している人にはうってつけの環境です！（授業料も安
いですしね）
演劇を志す人もそうでない人も、ピッコロ演劇学校・舞台技術学校のことがちょっとでも気になるなら、ぜひ！
おすすめします！！

2016年度〈本科〉
卒業公演「靑い種子たち」より

2021（令和 3）年度［音響コース］卒業  

河東 真未さん ｜ 2016（平成 28）年度［本科］・2017（平成 29）年度［研究科］卒業 
劇場職員（ピッコロシアター勤務）
演劇を通して子供たちを支援するボランティア活動をきっかけに演劇学校に入学。卒業後ピッコロシアター職員
として採用され、平成 30年から約 5年間兵庫県立ピッコロ劇団の公演制作を担当。現在は業務部に勤務していま
す。

私は当時の仕事と参加していたボランティア活動の関係で、ふと、舞台に立つ役者の気持ちを身をもって体験し
たいと思い、ピッコロ演劇学校へ入学しました。
とは言いつつも、積極的に「舞台に出たい！」と思っていたわけではなく、どちらかと言えば人前で演技するの
は恥ずかしい、公演に出演するのは怖い…と当初はとにかくビビり倒していました。しかしそんな人間が本科の
卒業公演にビキニ＋網タイツ姿でノリノリで出演してしまうくらいに、演劇はこれまでの凝り固まった考えや心
持ちを変え、度胸も付きます。恐ろ…すごいですね。
ピッコロ演劇学校では、演劇を愛する熱い講師陣から舞台の楽しさを教えてもらい、同期たちと一つの作品を全
力で取り組んでいるうちに演劇の楽しさを体感できるようになっていました。人生観もがっつり変わっちゃうよ
うな…これを読んでいる皆さんにもこの感じをぜひ味わっていただきたい…！
本科・研究科と２年間演劇学校に通った後、ピッコロシアターの職員へ転職しました。ピッコロ劇団の公演制作
を約５年担当し、今は鑑賞劇場や貸館といった劇場事業を担当しています。
ピッコロでは素敵な先生や大切な仲間、そして新しい自分にも出会えます！
皆様のご入学を心よりお待ちしております。

2017年度〈研究科〉
卒業公演「新天地へ ～ある家
族たちの物語～」より
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美術主任  加藤 登美子

照明主任  水野 雅彦

音響主任  金子 彰宏

第一線で活躍する多彩な講師陣

演劇学校
いいむろなおき マイム俳優   動く彫刻、動く 止まる ゆっくり動く
伊賀 裕子 振付師・元宝塚歌劇団   舞踊の基礎
栗原 良明 阪急電鉄㈱  歌劇事業部長（宝塚歌劇団）  アート・マネジメント研究
桒山 智成 京都大学大学院教授   戯曲研究
善竹 隆司 能楽師大蔵流狂言方   狂言を識る
谷 省吾 劇作家・俳優・いるか Hotel主宰   即興～共演する？
内藤 裕敬 劇作家・演出家・南河内万歳一座座長・大阪芸術大学教授   基礎舞台実習
永田 亜紀 声楽家   うたうための発声
山田 裕 兵庫県立ピッコロ劇団員
島守 辰明 兵庫県立ピッコロ劇団員
杏 華 兵庫県立ピッコロ劇団員
菅原 ゆうき 兵庫県立ピッコロ劇団員
田中 よし子 本科助手
中田 綾乃 研究科助手
柳田 麻希 研究科助手

舞台技術学校
◎ 美術コース
加藤 登美子 舞台美術家・大阪芸術大学准教授　美術デザイン概論及びプラン実習
木村 容紹 ㈱ツムラエンタープライズ  課長　舞台装置製作実習
炭谷 親弘 神戸国際ステージサービス㈱　劇場の機構と設備　舞台機構の基本操作
舩越 あやか 大道具　舞台装置製作実習
松永 英樹 舞台背景画家　舞台背景画基礎実習
綿谷 登 日本舞台美術家協会 理事 西日本支部長　アイデアの創生
渡辺 舞 舞台美術家　みらい舞台美術塾　舞台美術のできるまで　道具製作実習

◎ 照明コース
水野 雅彦 舞台照明家   基本操作　機材操作実習
岩花 さとみ ㈱ハートス ファシリティマネジメント本部 第 3ファシリティマネジメントグループ 第 2チーム 課長   中ホールの照明　ホール管理・運営に関して
追上 真弓 舞台照明家　㈱カラメリ代表取締役   メンテナンス実習
大川 貴啓 舞台照明家   演劇照明の実際　機材操作実習
荻野 龍 パナソニック EWエンジニアリング㈱ 近畿支店長 取締役   電気の基礎知識・舞台照明概論
竹内 哲郎  ㈱ハートス テクニカルオペレーション本部 照明グループ シアターライティングチーム 課長   
　　　　　　　　   照明で場面を作ってみよう！　ムービングライト実習　商業演劇の照明に関して
松本 豊 ＮＨＫ大阪放送局  コンテンツセンター第 1部（映像・照明）チーフ・リード   テレビ照明とは
三浦あさ子 舞台照明家  ダンスの明かり
森田 智子 舞台照明家　JerryBeans   舞台照明デザイン　ダンス照明研究

◎ 音響コース
金子 彰宏 兵庫県立芸術文化センター 舞台技術部 副部長兼主任舞台技術専門員   音のふるまい・音響という仕事　演劇の音響　音は空気を作る
川西 俊行 サウンドリパブリック代表   劇場の音響設備　メンテナンス実習　PA基礎実習
西川 文章 音響エンジニア   ライブ実習の基礎知識
西田 美奈 音響・PAエンジニア   ピンマイクについて・仕込みについて
平井 忠夫 T-free  CEO   結婚式披露宴における音響
平松 久典 神戸国際ステージサービス㈱  映像チーム チーム長   PA現場の流れ
増田 郁子 ㈱スタッフステーション   お芝居の音響
松原 秀行 ㈱アウラサウンドワーク   イベント PA実習
宮越 康弘 西神中央ホール副館長・技術担当チーフ   音を操る
森 正人 スタジオえむ・サウンドデザイナー・オペレーター   オーケストラについて
安田 武司 ヤマハサウンドシステム㈱  技術部副部長   音響設備の今昔
吉田 涼 音響エンジニア   ライブ実習の基礎知識
和田 真也 音響エンジニア   軽音楽ライブ実習

特別講師
岩松 了 劇作家・演出家・俳優・兵庫県立ピッコロ劇団代表   演劇的なことばについて
鐘下 辰男 劇作家・演出家・演劇企画集団 THE・GAZIRA代表・桜美林大学准教授   演技の基本
平田 オリザ 劇作家・演出家・芸術文化観光専門職大学学長・劇団青年団主宰   演劇を学ぶとは…
服部 基 舞台照明家・ライティングカンパニーあかり組顧問   舞台照明を考える
堀尾 幸男 舞台美術家・㈱ HORIO   舞台美術のはじまり
山北 史郎 音響デザイナー・㈱山北舞台音響   音の話  ～ 音響効果の基礎 ～
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調 査 票
演劇学校［研究科］・ 舞台技術学校

（どちらかに○を付けて下さい）

【様式 2 】

3） ［研究科］受験者は、1 ～ 4 について好きな名前をそれぞれ 1 つ以上、書いてください。
 ［舞台技術学校］受験者は、これまでに鑑賞した中で印象に残っている作品を 1 つ以上、4 に書いてください。

4） ［舞台技術学校］受験者のみ、入学後、特に学びたいと思っているコースを 1 つ選んでください。

 1 .  美術           2 .  照明    3 . 音響    4 . 未定

1） ［研究科］受験者は、過去の学習を踏まえたうえで、「自己評価」を書いてください。
 ［舞台技術学校］受験者は、「この学校を選んだ理由」について書いてください。

受験番号 フリガナ

氏名

2） ［研究科］・［舞台技術学校］受験者とも、「入学後の目標」について書いてください。

1 .　劇作家

2 .　演出家

3 .　俳優

4 .　作品

※［研］受験者記入

※［研］受験者記入

※［研］受験者記入

※［研］・［技］受験者記入
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